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事業環境の変化1
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速する 会の変

の に め

年、 動 の変化やテク ロ ーの 化に い、 の 行動や移動 が変 りつつあります。 ローバル
の で 国際都市間の が 化し、 中を しても自 や ・エ ル ーの など、環境 の
が高ま ています。さらに2019年 、新型 ロ イルスが 中で大 行。日 においても、 急の

の自 や 勤 が されるなど、日 の生 に大きな変 が きています。

国 の新型 ロ イルスの大 行を けて、2020年4 に初
めての 急事 が より 。 も に たり、
のま を ためにさまざまな 置がとられました。
鉄道事業においても 大きく、 における2020年 の

および運 入 年 と べて30 上 しました。

スの に の

国 における な変化

期 期

運 入 31.5 30.4 30.9

33.7 29.6 32.1

2020年 の運 成 （ 年 ）

東急電鉄 運 入の 移
（ ）

435 （ 30.9 ）
165 の営業 上

クラ やデバイスの 化や き
改 に き の多 化が の
行によりさらに 速。また、 く

“ もり生 ”の もあり、新しい
ライ スタイルが しつつあります。

ー ス
ラ ス の

全 に める高 の 全国で 向にあり、 に
もさらに える みです。すべてのお客さまの 全を した
えで、 して快適に 利用いた けるよ 、駅・車 のバリア
リー化や多機 化を めていきます。

の ー

において、急速にデ タル
が 展している中で、いかに 工
（AI）やIoT 、ビッ データ、

5Gなどのテク ロ ーを に利
用できるかに 目が ま ています。

ーの

2015年に採 された リ に
い、120 上の国と地 で ー ン
ニュートラルの取り組みを 。日
においても、行 や 業が 化
の取り組みを 化しています。

ー での
の ト

65 上
70 上
75 上
80 上

高 の
（ 目 り）

（ ） 高 および の 移（1950年〜2040年）

（ ） 統
「高 び の 移（1950年〜2040年）」をもとに 成（2019年）

年

4 5

新・中期事業

「3つの変 」と「4つの 」

に 4 の を 3 の を

2021年5 、 変 による事業 の 化、およびア ター
ロ に した 会 の 続 な を目指す、新しい中期事

業 “3つの変 ・4つの ”を しました。
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ロ による 変化に適 するための運行・駅サービス体系の変
ロ によるお客さまの 、リモートワークの急速な などに適 し、 イ や駅サービスの適 化を めます。

・2021年3 13日に イ 改 （終電 の り上 、運行 イ の適 化など）
・駅業 シ トや配置 の 直しを 続して 、実
・ 業 などの業 化に向けたトライアルを開始

事業 変 による事業 の 化
ロ の の が まれない中で、事業 続を たすための事業 変 を 事 と 置 け、
下の「3つの変 」による 、生 向上により、事業 を 化していきます。

テク ロ ーを 用したオ ーシ ンの変 （DX）
テク ロ ーの 用によりオ ーシ ンの 化と 全 ・サービスの高 化の実現を目指します。
・東横線におけるワン ン運転に向けた 備・工事 の
・お客さまサービス のデ タル の導入（モバイル の 用やアプリのさらなる機 など）
・デ タル を 用した に く な ンテ ンスシステム（CBM）の に向けた 備

からの にとら れない ・ルールの変
からの 、 化したルールや などを し、 業 の の を することで生 向上を図ります。

・ なリスク による設備 の 直しなど 業 の 適化
・ の 門間 の
・運転や運 門における勤 の 向上の

の

全 を に
事業 の 化に向けた
事業 変 の完

ア ター ロ に した
会 の 続

2021年 2023年 2026年 〜

トップのトップのトップのトップのトップのトップの

東急 期 営

東急新横浜線開業
ESG 営・DXの

な
事業 の変

に した
会 の 続

3 の
運行・駅サービス体系の変
テク ロ ーを 用したオ ーシ ン変

からの にとら れない の変

4 の
全・ ・環境のさらなる
ニバーサルなサービスの 化

都市 通における快適 の向上と の
、街、 らしをつな るプラット ーム

の による の 下



ア ター ロ に した 会 の 続
新しい生 にしなやかに し、 下の「4つの 」を 続 に することにより、

に した 通としての を に たり たしていきます。

の

全・ ・環境のさらなる ニバーサルなサービスの 化
都市 通における快適 の向上と の 、街、 らしをつな るプラット ーム

あら る 、目 に える鉄道サービス

トによる を 用したサービス

ラ ス に

これから

な鉄道

環境
会 の

デ タルによる
地 ・ ループ、 モー

する通勤・通学 にあ た ・設備

ー による を としたサービス

を ラ ス を

これまで
全・ 、

ットワーク
相互直通運転

ー による
ループ

の
鉄道に期 される「 全・ 」や「環境 」のさらなる向上により、街にやさしく、お客さまに される
都市 通であり続けます。

事 止、 の 化

全・

の
の高い3D 物 置の設置を

の
車 新 、 号 置などの更新や ・ の 実な実

の
に特化した 設整備、

プロ ラム 実により
・ を 化

の
日 の運行 の向上や の 速化を実現

の
に く に えて
の を向上さ る を実

化する に備え
地下 のかさ上 や
法 の を実

ス の
お客さまに して 利用いた けるよ に
車 開けや 期 な などの を 続実

環境 の向上

環 境

の
生 エ ル ーによる運行路線の 大など

環境 向上とあ た鉄道利用 により
環境 を

6

ーサ サービスの
整備が完了した ーム アに え、バリア リーを一 し、あら るお客さまが 利用しやすい鉄道として、
生 会の実現に します。

シンプルな移動体験
・ 利な 期 などの
・モバイル でのPASMO の
・キャッシュ ス、 ート スの
・駅通 環境の整備

もが しく利用しやすい鉄道
（高 、 がい 、 国 など）
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会 スモの です

・ に配 した駅 間
（ ームと車 の ・ 間の ）
・ や に た 路の
・子 て 、高 の

あら るお客さまが に快適に利用できる鉄道サービスを目指す通勤・通学 に した鉄道

に の の3
車 の ・ 備、適 な イ 設 、 列車の導入などにより、利 ・快適 を向上し、

や都 一 中とい た の に めます。

通アク ス改
・東急新横浜線開業 の 大化（2022年 下期）
・新 線の早期実現

車 間の快適化
・ ラッシュ ークの 化
（オ ーク 、リアルタイム など）

・ を ない車 間の
（目黒線8 化、 サービスの など）型生 の利 向上

・多地 間移動の （ 利な 車 など）
・駅機 の （ ス ースの 用など）

地 の
・自 体などとの による線路などでの地 の

東 ・ 奈川・埼玉と
をつな

鉄道 ットワークの

町 中 街

相鉄線

の

中央林間

日

蒲田

二子玉川 渋谷

新横浜

横浜

三軒茶屋

田谷線こどもの国線

津田

中目黒
自 が

田園調布
多摩川 大

の台

大 町

谷

たまプラーあざみ野

武蔵小杉

菊名

JR 線

東 トロ
半蔵門線

東 トロ
都 線

都営地下鉄
三田線

東 トロ
南北線

田

サービスの
新 線

目黒線8 化

目黒



を プラット ーム4
駅の を高めるリニューアルやアプリなどのデ タル の 用により、 線地 とのつながりをつくり、

が行き かで のあるまち くりに します。

地 とつながる駅 間の

サービスプラット ームの
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・地 のサービス、 の 通 をつな る
プラット ームの （TuyTuyなど）

の
駅 間や東急線アプリなどの 用

の
路線、地 との ン プトに た駅デ イン
（「Tokyu Station Pride」）

線開 ・地 との
・地 の を高めるさまざまな取り組みや

開 プロ クトとの

：鉄道・運 機

田園都市線地下区間
駅リニューアルの

東急新横浜線開業による
、新横浜エリア 化

駅やアプリで
の地 にある ンテン が かり

こに かけたくなる

地 の あるサービスや 通を
1つのプラット ームで利用できる

の駅、街にも
行 てみたくなる

2019年10 1 電

地 とつながる駅 間の

事業間

東急電鉄 会
TOKYU RAILWAYS

鉄道事業会事業 会

東急 会
TOKYU CORPORATION

開 機 と ート リ
オ ント機 を と
ともに成 を する

上 100%
子会

「 全」「 」「快適」の
、 ・ のさら

なる向上、 の 速化
を目指す

の

お客さま
をつな 、
を運 鉄道

東急 ループの 理

しい生 環境を し、調 ある 会と一 とりの を する

新生「東急電鉄」のスロー ン

3つの リシー
業

く、 しく、しなやかに、
る鉄道

会 のありよ
日 一の街の
日 一の鉄道

2019年10 日、事業を取り く環境変化にス ー をも て していくために、鉄 道事業を し、
新生「東急電鉄 会 」として営業を開始しました。

化によ て、鉄道事業会 としての 門 を一 高め、より 全でより な鉄道の実現と、現 に く
ス ー のある 営体 の実現を目指すとともに、 な鉄道 ットワークの などによる利 向上や、
ループ の 事業・地 の などと した駅 のまち くりなど、 期 で を えた事業展

開を行い、さらなる事業成 を図 ていきます。
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の

止
地下区間の環境特 を踏まえた 設備の 法・ の 直し
地下区間におけるき電 ー ル 止工事や、
電車線調整 （バ バランサー）更新工事、
建 設備（ 設備）の 更新などの更新工事

生 の駅 配置の 直しおよび 系事 の新設
ルートなど駅での 化

東急線アプリや運行 ールにおける 配 の向上

2017年11 18日〜12 13日
べ2,120

電 設備：電線 、 号 ー ル、機
木 設：トン ル、 、 ーム天

線 路： ール、
車 ：運転台機 、 ンタ ラ 、 下機

急 の高い なし
な の 、

物 などの 全 置を実
電 設備 ー ル における （281 ）
木 設 ー ル の 、

や れなどの 物 （43 ）

期間
（ ）地下区間（渋谷〜二子玉川間）の 全

2018年1 11日〜3 23日
べ1,890

電 設備におけるリスク
（ ー ル接続 など）を中 に を実

急 の高い なし
な の による 全 置を実

電 設備 ー ル における （299 ）

期 間
（２）地上区間（二子玉川～中央林間間）の安全総点検

全・ の取り組み

全 の 業文化 成

全の 、 も取り組まなければならない事業の です。 営トップから 一線にいる現 の 業 まで、一
とりが多 な を か 、リスクを 取りして する 全 の 業文化 成に めています。

2017年に田園都市線で 事 が続いたことを けて、2017年11 18日から 2018年3 23日にかけて田園都市線の 急
全 を実 。 急 の高い なか たものの、田園都市線の地下区間を中 に、 の 止 や 生 の 小
化 の を めました。

1-1

の 事 の

田園都市線における設備
（国 通 の 事 ）
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ーム ア

ンサー ーム

東急線全駅 に ーム ア・ ンサー ーム の設置
2020年3 22日設置完了（ 田谷線、こどもの国線を く）

転 止 ム・ス ッ ラインの設置
列車と ームの 間に転 しないよ ームの の 間を める転 止 ムや、
ームの を一 さ ることで急行列車が通 する際の接 を ス ッ ラインなどを設置

止 タン・転 の設置
一の転 に備えて、 ームに 止 タンを、 ームの下に 転 を設置

ーム の

ームからの転 事 や列車との接 事 を ために、 ーム アまた ンサー
ーム の設置を東急線の全駅 で め、2020年3 22日の大 町線 駅

の運用開始をも て、整備が完了しました。 （ 田谷線、こどもの国線を く）

ーム アの整備により、 ーム転 が 実に
転 事 、2016年 に78 、2017年 に69 たが、
ーム ア整備により し、2019年 10 、2020年 5 に した

ーム
設備
踏切
の

ーム転 と ーム ア 設置駅 の 移 国 通 事 の 移

の

ーム の
ームからの転 止 として、東急線全駅 に ーム ア・ ンサー ーム を設置

（ 田谷線、こどもの国線を く）

車 の
車 の として、東急電鉄 の全車 に車 ラを設置（ こどもの国線を く）

の
踏切 を立体 に でき、 が高い3D 踏切 物 置を導入

ス の
中 や大 な台 、 都直下地 など、環境 や大 に備えて、 体 および 体 を整備

（年 ）

78 69

42
10 5
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8181% 100% 100%
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2020年4月から順次導入、
2020年7月25日に設置完了
東急電鉄所属全車両（1,257両）
※2021年10月末時点、こどもの国線を除く

導 入 時 期

導 入 車 両

●車内に防犯カメラを設置
当社保有の全車両1,257両（2021年10月末時点、こどもの国線を除く）に防犯カメラを設置
（2020年7月25日設置完了）

●車内非常通報ボタンを設置
お客さまの体調異常や車内の異常を乗務員に知らせる車内非常通報ボタンを、
車両連結部付近や窓の横、車いすスペースに設置。一部の車両を除き乗務員との通話が可能

●非常ブレーキ装置を搭載
運転士の体調が急変したときに備え、ハンドルから手が離れると自動的に非常ブレーキがかかる装置を全車両に搭載

車内の安全

車内の安全を確保するため、2020年7月25日に当社が保有する全車両への車内防犯カメラの
設置が完了しました。

4Gデータ通信機能を備えた
LED蛍光灯一体型の防犯カメラ「IoTube」
車両内のセキュリティ向上を目的に、2020年4月からソフトバンクの4Gデー

タ通信に対応した、LED蛍光灯一体型の防犯カメラ「IoTube（アイ・オー・
チューブ）」を順次導入。2020年7月、全車両に設置完了しました。これまで、
車内に設置された防犯カメラの記録映像は、カメラから記録媒体を抜き取って
専用パソコンで確認する必要がありました。4Gのデータ通信によってカメラの
映像データを送信できるIoTubeを活用することで、遠隔地からでもカメラで撮
影した映像を迅速に確認することが可能になります。

車内非常通報ボタン

〈ホーム転落を防止する中長期（抜本）施策〉
1998.3 池上線センサー付き固定式ホーム柵設置（ワンマン運転開始）
2000.8 東急多摩川線センサー付き固定式ホーム柵設置（ワンマン運転開始）
2000.8 目黒線ホームドア設置（ワンマン運転開始）
2012.3 大井町線大井町駅ホームドア設置
2013.10～2014.9 つきみ野駅昇降ロープ式ホームドア実証実験
2015.1 東横線・田園都市線・大井町線 全64駅への2020年末までのホームドア整備を決定
2016.1 田園都市線6扉車の4扉車への置き換え開始（2017年度まで）
2017.5 ホームドア整備完了時期前倒し決定（2019年度末まで）
2020.3 東横線・田園都市線・大井町線全駅ホームドア設置完了

〈ホームドア早期整備を実現させた創意工夫〉
①ホームドア設置時間短縮に向けた、夜間回送列車によるホームドアの一括運搬
車庫にて1ホーム分のホームドア（20～40開口分）を昼間に積み込み、 夜間回送列車にて一括運搬、ホームに搬出・設置
定量効果 1ホーム（10両編成）の搬入・設置に通常8日（8夜間）必要なところ、 1日（1夜間）での搬入・設置を実現

②車両工事を伴わない新たなホームドア開扉システムの開発
目黒線、東横線、大井町線には、車両側のドア開閉操作とホームドアの開閉が連動する「情報伝送装置（トランスポンダ）」を導入。
「情報伝送装置」のない田園都市線ではホーム上の列車検知センサーを活用した新たなホームドア開扉システムを開発

③基礎杭打設など施工量の多い「盛土ホーム」における工法の工夫
「盛土ホーム」においては、ホームドアによる荷重増加に加え、風圧を大きく受けるため、ホームへの基礎杭打設などが必要だった。
ホーム上で施工できる工法とともに、既存のホーム擁壁を最大限活用する補強工法を一部擁壁形式にて採用。工程の短縮を実現
定量効果 杭1本あたりのコストを3分の2に削減し、限られた予算で広範囲の施工を実現。既存擁壁を活用しない場合に比べ工程を3～5割削減

ホームドア・センサー付固定式ホーム柵100％設置完了まで

夜間回送列車
による一括運搬

つきみ野駅
昇降ロープ式
ホームドア

２
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●非常ボタンを設置
軌道線も含めて東急線のすべての踏切に、接近する列車の運転士に異常を知らせる非常ボタンを設置

●踏切障害物検知装置（3D式・レーザー式）を設置
2021年7月6日、全踏切135カ所※において踏切障害物検知装置（3D式センサーまたはレーザー式センサー）の設置を完了。
踏切で立ち往生している自動車などの障害物をレーザー光などによって検知し、接近する列車の運転士に異常を知らせます。

（※世田谷線、こどもの国線を除く）

踏切の安全

踏切での事故を防ぐことも当社の重点施策の一つです。軌道線も含めて東急線のすべての踏切に非常ボタンを設置。
さらに3D式踏切障害物検知装置の導入を進めています。

気候変動リスクや大規模災害への対策

近年、集中豪雨や大規模な台風など、気候変動による影響が拡大傾向にあります。主な例では、2019年10月、台風19
号の接近に伴い、全路線で計画運休を実施。タイムラインを定め、ホームページや東急線アプリなどを通じたきめ細や
かな情報発信に努めました。
近い将来、首都直下地震や南海トラフ巨大地震が発生する可能性も示唆されており、これらの環境問題や大規模災害

に備えて、警戒体制および復旧体制を整備。指示系統を明確にするなど、お客さまの安全を第一に今後も気候変動リス
クや大規模災害への対策を進めていきます。

●法面補強による土砂災害対策
大雨時に土砂が線路内に流入し

ないよう、線路脇の斜面をコンク
リートなどで補強する対策を行っ
ています。

2021年度は大井町線の上野毛～
二子玉川間、池上線の石川台～洗
足池間で行う予定です。

施工前 施工後

3D式踏切障害物検知装置
2013年度からは、踏切全体を検知範囲とすることが可能な

3D式装置の導入を開始。2021年3月末までに、世田谷線、こ
どもの国線を除く全踏切135カ所のうち95カ所で設置完了。
今後もレーザー式センサーの検知装置から3D式のものへ置き
換えを進めていきます。

３

４
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●運転支援アプリの導入

●地下区間の浸水対策
大雨時に屋外に設置している換気口から地下施設への浸水を防ぐために、換気口をかさ上げする対策を進めています。

2021年度は田園都市線の三軒茶屋～桜新町間で行う予定です。
また、機器室の出入り口には浸水を防ぐ防水扉を設置しています。

●耐震補強工事
2020年度に引き続き、国土交通省の通達に基づく耐震補強の優先度が高い柱の耐震補強を進めています。2021年度中に完

了予定です。
また2018年度の耐震省令において追加されたロッキング橋脚を有する橋りょうについても、耐震補強工事を実施します。

その他、さらなる減災対策として災害時の復旧性を向上させる補強工事も進めます。

ロッキング橋脚を有する橋りょう

安全度の向上を図るために、運転規制が必要な際に運輸司令所から運転士へ
規制情報を通知するアプリを導入。大雨、降雪、強風など、異常気象時の運転
において、運転士は携帯しているタブレット端末に通知される情報を確認しな
がら運行しています。

対策前 対策後

対策前 対策中（2021年度中完了予定）

機器室の防水扉
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強風が吹くと車体があおられ、安全に運行できない場合があります。
東急線沿線には20カ所に風速計を設置しており、当社が定めた基準
を超える風が吹いた場合には、風速によって車両の速度を落としたり、
運転を見合わせたりして安全を確保します。

風が強い日

基準：風速計（20カ所）

・大雪時は、駅ホーム、ホーム屋根、
踏切道などの除雪要員を増員し、
除雪体制を強化

・分岐器（ポイント）に
融雪機（電気ヒーター）を
設置し、レールを温めて
雪を溶かす

専用回線
で配信

列車無線

事故や災害を未然に防ぐために

万一、事故や災害が発生した場合に備えて

運輸司令所には東急線沿線の気象情報などの集中監視システムを設置し、沿線各所に配備した地震計や風速計、雨量
計、積雪計の情報を集めるなど、万全の準備を行っています。
また、事故や災害などが発生した場合に備え、警戒体制および復旧体制を整備。折返し施設の増強や、現場事務所増

設（池尻･戸越･白楽）による現場アクセス性向上、各種訓練の実施（部門合同訓練、他社合同技術協議会、警察･消防合
同訓練）などを通じて事故発生時の影響最小化に努めています。

大雨によって運転士の視界が悪くなると安全に運転できなくなるこ
とがあります。東急線沿線の15カ所に設置された雨量計で、当社が
定めた基準を超える雨が降ったとき、または運転士の目視による状況
報告により、原則や運転見合わせを判断します。

大雨の日

基準：雨量計（15カ所）または運転士の目視

基準：地震計（6カ所）、気象庁の緊急地震速報基準：積雪計（8カ所）

風速20m/秒
計測された路線の
一部区間で速度を
落として運転

風速25m/秒
計測された路線
の運転を一時見
合わせ

風速30m/秒
計測された路線の
運転を中止

雨量レベル1
計測された路線の
一部区間で速度を
落として運転

雨量レベル2
計測された路線
で速度を落とし
て運転

雨量レベル3
計測された路線の
運転を中止

積雪が多い場合や、見通しが悪い場合は、速度を落とした運行や、
運転見合わせによって安全を確保します。沿線の8カ所に設置された
積雪計と併設された監視カメラに加え、外部の気象会社からの降雪予
報をもとに運輸司令所で積雪状況をリアルタイムに把握しています。

大雪の日
東急線全線に「早期地震警報システム」を導入しており、大きな地

震がくると予想された場合は列車の運転を止めます。また地震発生後
の移動が困難な場合に備えて、東急線の各駅では一時滞在施設に移動
するまでの一時的な待機場所として駅構内を提供しています。

大地震の場合

レベル1：1時間で30mm または 連続5時間で150mm以上、かつ降り続く場合
レベル2：1時間で50mm または 連続5時間で200mm以上、かつ降り続く場合
レベル3：1時間で50mm かつ 総雨量が300mm以上に達し、なお降り続く場合

積雪6cm以上
計測された路線で
時速60km以下で
運転

積雪11cm以上
計測された路線で
時速40km以下で
運転
※ただし世田谷線
は時速25km以下

運転の継続が困難
・視認距離が200m以下
・線路上の積雪が多い

路線ごとに運転中止

震度4
発災後、一時停止

その後ゆっくり
走って安全確認

震度5弱
発災後、一時停止

運輸司令所で安全
を確認後、注意し
ながら運行

震度5強以上
発災後ただちに停止

線路などの異常を
確認後、ゆっくり
運行

さらに雪による影響を減らすために… 早期地震警報システム

気象庁
震源地で初期微動を検知

▼
緊急地震速報を発信

運輸司令所
早期地震システムが作動

全列車
警報音と地震速報 ▶ 運転士がブレーキ操作

悪天候や地震のときの運行について

積雪計

分岐器の
融雪機
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全のための 開 ・ 用

事 の 止 に AI IoTを

「鉄道に、イ ーテ なアイデアを。-Make the Sustainable Growth」をスロー ンに、AI（ 工 ）やIoTな
どの を 用した実 実験の実 、実用化を通 、事 の 止や早期 などに取り組 でいます。

鉄道 イン ラ クターの導入

ロー ル5Gを 用した取り組み

2021年 より、 や建物などを設けて ならない 間を指す建 の
およびトン ル特 全 の にて、道路 管理システム「イン ラ クター
® 」を鉄道の 管理に 用した鉄道 新 「鉄道 イン ラ クター」の
導入を開始しました。

、導入した鉄道 イン ラ クター 東急 会 、 都高速道路 会
、 都高 会 が鉄道 設の および管理 業の 向上と

化を目 に 開 を めてきた で、 ー ースキャ による3 デー
タと高 ラの データを取 、 することが に。これにより、
これまで に終電 の 間 間 に による目 や などにより実 し
てきた の 化を実現。さらに の向上や 、 用の

が期 されます。

事、 士通、東急電鉄の3 、2021年12 より自 が 駅において
ロー ル5Gを 用した線路の および運転 業 の高 化に する実
実験を開始します。 実 実験 、 の「 3年 型ロー ル5G
の実現に向けた開 実 」に選 されたもので、 子高 化に や

の が 鉄道業 において、 業現 における自動化や 化、
全 の向上などに なイン ラとして、 られたエリアで に5G を

できる 線通 システム「ロー ル5G」の 用が期 されています。
実 実験で 、列車や駅の ームに設置した高 4K ラで した

をロー ル5Gで し、AIで 。これまで目 で行 ていた線路 業 およ
び車 ア閉 図業 の 化・高 化の実現を目指すとともに、これらの

の およびロー ル5Gの などを実 し、 の や の実
・ に向けた を めていきます。

日 ：2021年12 から2022年3
：自 が 駅（東横線・大 町線）に するロー ル5G環境下

都高 （ ）、 日 （ ）、（ ）エリ オンの3 で 開 した道路 管理システム

車 （ ： 都高 会 ）

車 ア閉 図業 の高 化

に AIに 自

車 ア

ー 5G ーム

閉

の通
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全のための 管理

の を の を

運行の 全 を するために、法 などで められた を ースに 成した に い、 設備の 期
な や など 管理 業を行 ています。

日 多くの列車運行により り し を ける ール 、
業に リ の高 な が められます。 や による
目 などさまざまな を行い、 に しています。

線路の
変電 や架線・高 配電線、 、多機 な 置、 全を
る 置や列車 線、 ーム アなど多 に たる電 設備 、
れ れを 門とする により 整備を行 ています。

電 設備の

津田、 、 が谷大 、上町にある 設で、車 の 用
に て 期 に を実 。4年に一 、車 事 で車

を して ・ ンテ ンスを行い、 機 の の など、
行に するすべてを しています。

車 の
高架 ・トン ルなどの 木 物や、駅 ・屋 とい た建
物について、目 や などにより 期 に を実 。 設

備、 設備、 調設備、 機設備などの も行 ています。
データ ース化して、 管理に 立てています。

物・建 物などの

ール 業 ール切 業 車を 用した架線設備の 変電設備の 業

車 を する運転台の 台車の ーム屋 の ームスラ の

の を
ーム アなどの設備 に て、鉄道設備の 業 が

している中、 のための 間 業 間や 間 業に る
の を目 に、また新型 ロ イルス の 行によ

て 間 を中 にお客さまの 利用 が大きく変化したこと
を踏まえ、こどもの国線を く東急線全線の終電 を 大30

り上 る イ 改 を2021年3 に実 しました。

これにより、終電 から初電までの間に実 していた 間 業の
実 業 間が 30 大（ 2 ）。 業 、駅 の を

するとともに、 業を 全かつ に実 できるよ に
なり、より 全・ なサービスの につながります。

2021年3
東急線全線（こどもの国線を く）車
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車 のため、 に全車 で1車 あたり4 の 開けを実
に 車 ア ンスによる 開け の を びかけ

開けの か、 ア開閉 にも が されます

駅 における開 な アや など 、天 や の利用 などに て開
改札、 における、ビニール ーテンなどの設置
駅 の 設・設備に する を用いた 期
（エ ーター、エス ーター、 、 すり、 機、 機、 客トイ など）
なお、エ ーターの タン、自動改札機、 機、 機などに

イルス・ 工を実
車 のつり 、 すり、 り などの 期 と、

イルス・ ーテ ン 工の実
駅におけるアル ール の設置

駅 における イルス の設置
全駅 客トイ を 接 ・自動 化
客トイ における ン ープの設置および ン ライ ーの 用 止

（ イルス 止のため）
ーム ー 、駅 ・車 などによるお客さま の

お客さまに する取り組み

新型 ロ イルス 大 の取り組み

めに 車 で を

新型 ロ イルスに する に して、国 通 や 生 からの および「鉄道業 における
止のための イ ライン」などを踏まえ、 の全車 において の一 開けなど、車 を めとす
る 止の取り組みを実 しています。
また、お客さまに しても 開け の か、車 での会 えめにしていた くとともに、 スク 用などによる
エ ットや いなどの 、ラッシュ 間 を けるオ ーク通勤をお いしています。

も、お客さまや 業 の 全を に 大 止に め、 の や行動 に き していきます。

い、 がいの
業 の 管理（ の体調 など）の

全 業 におけるお客さまと接する際の スクの 用
中 のため、一 の につきまして 、屋 での 業 や において スクを 用しない あり。屋 での 業 でも、

体調 良を るなど 中 の れがあるとき 、お客さまと 接しないことを した えで、 スクを 用しない があります。
テ ワークの 行

通機 として列車運行に な現業の体 を しながら、業 によ て サテライトオ スや 勤 などを 用。
直 のテ ワーク実 として で5 の 勤 に。

および 接 の いがある 、国・ 都 ・ 機 などの指 に て
期 なPCR の実

と し、国が実 するモニタリン の一 として、
2021年4 から全 業 に して PCR を実 。
東急 での 接 実

業 および の を に2021年6 から 接 を実 。

業 の取り組み

車 開け 業

つり 、 すり、 り などの 業

車 の イルス・ 工 業

接 の 子
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環境配 の取り組み1
エ な 通 としての鉄道

の 自 車の 7 の1

、 ローバル ルでの 会 のシ トが急速に でいる中で、新・中期事業 でも したよ に、
鉄道における環境 のさらなる向上 東急電鉄が も していかなければならない の一つです。

も も鉄道 大 機 であり、環境にやさしい り物とい れています。実際、鉄道でお客さま1 を1km運
際に するCO2（ キロ たりの ） 自 用 用車に べて7 の1 ど。 からこ 鉄道事業が地
環境改 に直 する事業と えており、 新や 生 エ ル ーの 用・ 電などの取り組み もち 、環

境に する移動 として鉄道の利用を する も していきます。

-2

生エ ル ー100 による 田谷線の運行

の の 電車

2019年3 25日から、東北電 と東急 ワーサプライの により、 および地 のみで 電した 生 エ ル
ー100%による 田谷線の運行を開始しました。都市型鉄 道線における 生 エ ル ー100%での通年・全列車

の運行 日 初です。
、1年間で東 ーム 0.5 の1,263t-CO2の二 化 を していた 田谷線 「日 初の二 化

ロの都市型通勤電車」となりました。

CO2の の （鉄道と自 用 用車の ）

東急電鉄の2018年 の キロ： 113 km
年間 11 8,900 のお客さまを1 1 たり 9.6km

この の をCO2に すると…
お客さま1 たりで180g-CO2 される

自 用 用車で を移動した ：1,302g-CO2

鉄道のCO2 自 用 用車よりも 1.1kg なくなる
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自家用乗用車

たりの二 化 の （2017年 客）

：国 通 ーム ー 「運 門における二 化 」
CO2 （g-CO2/ km）

この取り組みが され、2020年5 27日に
11 EST 通環境大 環境大 を

しました。 理 に 、 生 エ ル ー
100%での運行を実現した 会 イン クトが
大きい が られました。

もサステ ルなまち くりを めるた
め、 取り組みを国 における 生 エ ル
ー 用の な事 としてとらえ、さらな

る 線 向上に向けて取り組 でいきます。



SDGsトレインの運行

阪急×阪神×東急が協働する特別企画列車が東西で運行

阪急阪神ホールディングスと東急グループは、SDGsの達成に向けた多様なメッセージを発信することを目的に、国や
自治体・企業・市民団体などと連携して2020年9月より特別企画列車「SDGsトレイン2020」を運行しています。1年と
いう当初の運行期間が1年間延長され、2021年9月からは「SDGsトレイン2021」となりました。SDGsトレインには阪
急電鉄・阪神電気鉄道・東急電鉄の最新の省エネ車両が使用されており、走行にかかる電力をすべて（実質的に100％）
再生可能エネルギーで賄っています。

目黒線では運転士たちが、新たな設備投資などの費用をかけずに運転方法の工夫だけで消費電力を減らす、「新ECO
（エコ）運転」と銘打った運転手法を考案。もともと目黒線では2011年の東日本大震災後から節電を目的に、スピード
を一気に上げてから急減速する一般的な手法ではなく、一定の速度で加速を止め、ブレーキの使用頻度を減らしてゆっ
くり走る「エコ運転」に取り組んでいたものの、この手法が使用できるのは混雑が少ない時間帯の運行かつ、急行との
待ち合わせがない各駅停車のみに限られていました。
今回編み出された「新エコ運転」は、動力を使う「力行」時間を大幅に減らした惰性による「惰行」で走る新たな手

法。お客さまに不快感を与えない速度は維持しつつ、駅の停止位置に自動で停まるシステム（TASC）や駅間の勾配など
も活用しながら、終日・全列車でのエコ運転を可能としています。
新エコ運転導入後の2021年4月とコロナ禍前の2019年4月を比較すると、電車1両を1km走らせるために必要な電力

量を1カ月当たり約13％削減しました。他路線においても、より効果的なエコ運転の導入を進めています。

2021年9月8日～2022年9月上旬（予定）
阪急阪神ホールディングス：SDGsトレイン『未来のゆめ・まち号』
●阪急電鉄 神戸線・宝塚線・京都線および相互直通区間で運行
●阪神電車 本線・阪神なんば線および相互直通区間で運行

運 行 期 間
運 行 区 間 東急グループ：SDGsトレイン『美しい時代へ号』

●東急電鉄 東横線・田園都市線・世田谷線および相互直通区間で運行

社会課題の解決と事業の成長の両立を目指す“サステ
ナブル経営”を掲げる両社グループは、今後も「SDGs
トレイン2021」の東西での協働運行をはじめ、さまざ
まな取り組みを推し進めることで、持続可能な未来の
創造に貢献していきます。

エコ運転の取り組み

終日・全列車で導入可能な「惰行」を活用した新しい運転手法

低騒音型の主電動機や駆動装置を採用し、沿線環境・車外の騒音を旧型車
両（8500系）と比べ約10dB低減。また、次世代半導体素子を用いた制御装
置による主電動機の高効率駆動や、車内全照明と前照灯・尾灯へのLED灯採
用により、使用電力を旧型車両と比べ約50％削減しています。
今後、田園都市線では新型車両「2020系」を順次導入し、2022年度まで

に旧型車両（8500系）の置き換えを進めていきます。

エコ車両の導入

田園都市線を低騒音・省電力の新型車両に順次置き換え

田園都市線 2020系

左・中央：阪急電鉄／阪神電車「未来のゆめ・まち号」 右：東急電鉄「美しい時代へ号」
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みんなのえきもくプロジェクト

資源を無駄なく、歴史ある木造駅の記憶をつなげる

廃材処理時のCO2削減に向けて、池上線池上駅と旗の台駅の駅改良工事で発生した「えきもく（古材）」を駅および沿
線で活用する取り組み。工事前に設置していたホームベンチの復活や「えきもく」を使用した椅子作成ワークショップ
など、古材を通じてこれまで駅を利用してきた方や地域の皆さまと育んできた歴史ある木造駅の記憶を未来とつなげる
イベントを実施しています。

木になるリニューアル

環境に優しく快適な駅を目指して

2016年、開業から約90年が経過した池上線戸越銀座駅を、お客さまや周辺住民
の皆さまのご意見を参考に、木造駅舎の雰囲気を踏襲してリニューアルしました。
「木になるリニューアル」と名づけたこのプロジェクトでは、東京都内の多摩地区
で生育、生産される木材「多摩産材」を用いたホーム屋根の建て替えや、トイレ･
駅舎内外装の改修を実施。さらに商店街と連携した駅施設デザインの検討や街の情
報発信機能の整備などを行い、話題づくりと来街促進を図りました。リニューアル
した戸越銀座駅は、2017年度グッドデザイン賞をはじめ、数々の賞を受賞してい
ます。

2017年からは、池上線旗の台駅でも「木になるリニューアル」に着手し、2019
年7月に完了しました。老朽化したホーム屋根の建て替えでは、池上線ならではの
アットホームなデザインと素材を採用し、待合室にも木材を活用。空調完備の居心
地のよい空間に生まれ変わりました。本プロジェクトでは、約210㎥の多摩産材を
使用。従来の鉄骨造に比べて、材料製造時の二酸化炭素放出量を約180トン削減す
るとともに、炭素固定化により約120トンの二酸化炭素を貯蔵することで、合わせ
て約300トンの二酸化炭素削減に寄与しています。

池上線長原駅においても駅舎および軒下空間を改修するプロジェクトが進んでお
り、2021年秋に竣工する予定です。

旗の台駅

戸越銀座駅

池上駅で使っていた角材を使って、椅
子を製作するワークショップを実施。
製作した椅子は長年の想いが詰まった
古材の表情（古材面）を生かした椅子
となっています。

実施日時 2018年6月30日

第1弾

池上駅の「えきもく」で椅子をつくろう
池上駅・旗の台駅の古材で、商店街に
飾る「森のクリスマスツリー」のオー
ナメントを製作するワークショップ。
飾りつけしたクリスマスツリーは旗の
台東口通り商店会に設置されました。

日時 2018年11月23日

第2弾

“えきもく” でクリスマスオーナメントをつくろう

地域の11事業者に対して、池上駅に設
置されていたベンチを古材でリデザイ
ンした「えきもくベンチ」の自作キッ
トを配布し、設置してもらいました。

実施日時 2019年8月～

第3弾
池上駅の「えきもく」を使った
ベンチを街に拡げよう︕

旧池上駅の記憶を継承し、新しくなっ
た池上駅の駅ビルのさまざまな場所
に、えきもくを活用した家具やモニュ
メントなどを設置しました。

実施日時 2021年3月～

第4弾
新しい池上駅の駅ビルに
生まれ変わったえきもく達

長原駅（イメージ）
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東横線渋谷駅の自 システム

の に 自 ス ムを

地下駅全体の ・ 調を行 際のエ ル ー のため、東横線渋谷駅で
、 に自 の を利用しています。直 している「渋谷 リエ」に 屋
つながる き けを設けており、駅にも の で められた の

の通り道として、 ーム から3 に たる き けを設けました。 い
、 によ て「渋谷 リエ」の き けから され、替 りに

の たい が と導かれます。このよ な地下駅における大 自
システムの採用 初の みです。

駅の 光 電システム

の を

駅の ーム屋 と ン ースの上 に 、140キロワット の
光 電システムを設置。このシステムにより、2018年 駅全体の

電 用 の 10 を ています。また、 ーム屋 の一 に 光 の高
いテ ロン を 用し、自 光による快適さを しています。

にも 駅で ーム屋 に た を ーム下に設置した に
めてトイ の として利用しており、駅トイ の 用 の 25 を
ています。さらに改札 の ン ースを 化。 木 の やり ンプ

を ず、 の下に した から 物が な けを い上 る
システム（テラ ン 工法）を採用しています。

「with （ ズ・ ート）」
自 を めに

「 ロでまちを、サステ ルに。」とい ン プトのもと、一 とりが自 らしく ら る
街がず と続くよ に、環境 動などを めていくアクシ ンを「with （ ズ・ ート）」と
し、取り組みを 介する ーム ー を2021年7 に開設しました。

U R L https://ii.tokyu.co.jp/withheart

2021年5 12日から 年10 31日まで、東急線のPASMO 期 を て
いる を に 期 の新たな を目 とした環境配 型サ
スクリプシ ンサービス「TuyTuy（ イ イ）」の実 実験を実 しまし
た。
このサービス お客さまの 間 向上とサーキュラーエ ーの実現を

目指し、電動アシスト自転車・モバイルバッテリー・ などのシ アリン を
中 とした 利なサービスや、生 ットスー ー・テ ワークプ イス・

ット スクラ などをお に利用できるサービスなどが利用 です。

環境配 型サ スクサービス「TuyTuy」

で サービスを

2021年5 12日〜2021年10 31日
〜7 ：
8 〜10 ：500 /

https://tuytuy.jp/URL

自 システム（イ ー ）
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ニバーサルなサービスの 化2
バリア リーの 化

で を

すべてのお客さまが利用しやすい鉄道駅を目指し、 の が とされていた97駅全駅でバリア リールートの
整備を完了しています。東横線・田園都市線渋谷駅の 入 B6や 入 A6におけるエ べーターの整備、田園都市線三
軒茶屋駅、桜新町駅でのエ べーターの 設工事なども完了し、すでに運用を開始しました。

線 き ロック

さらに、全駅で 運 を設置しており、自動 機、自動改札機でも をし
ている か、 が な駅で 、 の 設の や現 地を で する

を設置しています（一 き）。 ーム上においても、どちらが ームの
か かるよ に、 に 型の線のある 線 き ロック（ ーム

ロック）を、 ンサー き ーム を設置するすべての駅に 設しています。

バリア リー アプリ ーシ ン

車いすや を利用されるお客さまの電車の り りを する業 を ・ に実 するために、バリア リー
アプリ ーシ ンを開 。2017年より 運用しています。
これまで介助が な車いす利用 や がい の を とした駅間の について、駅 が 実に できるよ
、 が かつ入 が なアプリを開 したことで、 ュー ンエラーによる スが り、 実な ができる

よ になりました。

バリア リー アプリ

ームの車 の ・ 間の

の
・ 車駅・ 車駅の駅 間の をアプリ ーシ ン上で実
・列車運行 を システムから取 し、

イ が れた際なども現 の運行 に て が に

ー ラー 止
・ 車 駅に電車が くと、一 間 で にアラートを通
・ ーム アに り けられたQR ー を み取ることで、 な 車 置を

の
・ 車駅・ 車駅の管理 が、現 行中の ステータスを一 で

どなたでも 全に ームと車 を り りできるよ 、 ーム
と車 の ・ 間を 小する取り組みを めています。

列車の車いすス ースがある車 アの に 、 な
り ームと車 の 間を 小するためにくし型 ムの設置を
めています。2021年 4 で設置が完了しました。
また、バリア リー イ ラインに める ・ 間の目

を たす車 アなどの 置を、 ーム ー および東急線アプ
リにて 。 路線・ 駅の な を することで、お客
さまのスムーズな や移動をサ ートします。

ーム ー での イ ー

東急線アプリでの
イ ー

くし型 ム

アプリの
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いやすい多機 トイ を整備

ト を め 100

現 、 線にあるトイ の 化と の設置
を めています。さらにより いやすい多機 トイ を目
指して、全 オスト イト（ 工 な 機 を つ ）
に 。お子さま れのお客さまのために ビー ッ も
設置しています。

横浜駅トイ

がい 向け み上 機

お年 りや 体の 自 なお客さまにも して東急線を
利用していた けるよ 、「おもてなしの と介助 」の

に めています。鉄道の現業で する駅 と
の全 がサービス介助士を取 しており、取 2021年
10 で 100%です。

サービス介助士 取 の実

実 の 子

東急線 線の運行 などをリアルタイムで するお客さま向けアプリ ーシ ン「東急線アプリ」（ P29）を、
Amazonが するクラ ースの サービス「Amazon Alexa」に さ ることで、 のバリア リー化を 。

で できるAlexa デバイスに しかける けで、 の なしでの が となり、 がいのある でも
に を できるよ になりました。

を
2020年12 16日、東急電鉄 「 2年 バリア リー・ ニバーサルデ イン
」の ち、 も高い を けた取り組みに られる「 理大 」を 。 相

において が り行 れ、 理大 から を けました。
、バリア リー・ ニバーサルデ インの について な のあ た を

し、 れた取り組みを く さ ることを目 として実 されているもので、 が19 目と
なります。

な イント
・大 鉄初の取り組みとして、2019年 までに東急線全駅 に ーム ア・ ンサー ーム の設置を完了さ 、

ーム上の 全 向上、 運行に大きく 田谷線・こどもの国線を く
・東急線アプリによる、運行 や 駅バリア リー などさまざまな を多くのお客さまに
・ 急 に 駅 ーム上や改札 に設置のデ タルサイ ー に を し、 に がいのあるお客さま を
・ がいのあるお客さまの列車 に、 車駅、 車駅の駅 間で

かつ に できる「バリア リー アプリ」の開
・サービス介助士 の取 、「接客サービス選 」の 期 な開 による駅 の接客 の向上

の 子
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おもてなし イ

ア ス を をサ ート

2019年8 より、 する 日 国 に東急線を 全・ ・快適に利用してもら ために、 が開 した
通 「SoundUD」を用いた の ニバーサルデ イン化 システム「おもてなし イ 」を、東急線の全駅

（ 田谷線・こどもの国線を く）と全列車に導入しています。

駅 ・ に配布しているタ ット に「おもてなし イ 」の 用アプリをインストールすることで、
・ の 運 ・間 き運転・ し運転などに する の か、 け み 車とい た など、

48 のア ンスを「日・ ・中・ 」の4 での が に。駅 で 、駅の 置とタ ット を接
続することで を行い、列車 において 車 イクを通 てタ ット から られる を します。
また、駅・列車でア ンス とあ て「 トリ ー」と ばれる 通 を しており、お客さま ス ート

ンなどにインストールした「おもてなし イ 」アプリで した を13 の文 で できます。
で 、これまで駅の改札 などでの1 1の多 化に取り組 できましたが、「おもてなし イ 」

を 用することで、特に ・ に、 まで 上により多くの 日 国 に 速かつきめ かな を行
ていきます。

子ども りサービス「エキッズ」

の を に ー で

東急 キュリテ が や東急バスと し、お子さまが東急線の駅自動改札機や東急バスの運 機にPASMOをタッ
した際の通 を に ールで配 する子ども りサービス「エキッズ」を しています。

サービス 、 が に き まれる事 や大
な自 ・ などの 生により、通学・通 の
通 を配 する ールなどのニーズが高ま ているの
を けて導入されたものです。東急線全線および東急バス
の路線バス全線で利用できます。

サービス ：東急 キュリテ

4
日 、 、中国 、 国

13
日 、 、中国 / 、
国 、 ランス 、ス イン 、
イ 、タイ 、タ ロ 、
ト ム 、 ー 、

イン シア
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相鉄・東急直通線
相鉄線から新横浜を経由し、
東急線日吉駅までの区間に整備される連絡線
・東急電鉄の営業区間：日吉駅～新横浜駅

⇒「東急新横浜線」
・相模鉄道の営業区間：新横浜駅～西谷駅

⇒「相鉄新横浜線」

東急線沿線⇔新横浜（新幹線）のアクセス向上
相鉄線との相互直通運転による
新たな鉄道ネットワークの形成

（都市鉄道等利便増進法に基づく）
国／地方自治体／鉄道建設・
運輸施設整備支援機構が3分の1ずつ負担

2022年度下期予定

概 要

効 果

事 業 費

開業時期

新空港線（蒲蒲線）
2000年1月に運輸政策審議会答申第18号で
京急空港線と東急多摩川線を短絡する路線の
新設として答申され、2016年4月の
交通施策審議会答申198号においては、
空港アクセスの向上に資する
プロジェクトとして位置づけられた

東急線沿線地域から、
国際化する羽田空港へのアクセスを強化

概要

効果

鉄道ネットワークの拡大・強化

相互直通運転を進めることで多方面へのアクセスが大幅に向上

創業以来、鉄道ネットワークの拡充と強化に取り組み続けています。直近では2013年より東横線と副都心線の相互直
通運転がスタート。これにより、埼玉方面から横浜までが1つの路線として結ばれるとともに、東横線から乗り換えるこ
となく新宿・池袋方面へアクセスできるようになりました。

2022年度下期には、「相鉄・東急直通線」の開業を予定しており、相鉄線との相互直通運転や、東西交流の拠点とな
る新横浜での新幹線アクセスを強化していきます。
また、蒲田と羽田空港を結ぶ新空港線計画、いわゆる「蒲蒲線」事業も推進中です。関係者との協議・連携を図り、早

期実現を目指します。

都市交通における快適性の向上と課題の解決33

新駅の名称に「新綱島」駅を選定
2022年度下期に「東急新横浜線」綱島地区に開業する新駅の名称について、公募

の結果、多くのお客さまから支持され、新しい駅の新規性を分かりやすく表現する駅
名として「新綱島駅」を選定しました。この駅名には、綱島駅の東側にできる新しい
駅・路線の新規性や将来性、新幹線アクセス拠点である新横浜駅との親和性や、綱島
地区の新たな玄関口として、街全体のさらなる発展への期待が込められています。
今後、新横浜駅も含め駅名決定に向けて、都市鉄道等利便増進法に基づき関係自治

体との協議などの手続きを進めていきます。

所 在 地 神奈川県横浜市港北区綱島東一丁目
駅 構 造 島式1面2線
駅 設 備 改札口1カ所、エレベーター2基、

エスカレーター13基、上下線ホームドア

改札付近イメージ図
※パースは現時点でのイメージであり、
実際とは異なる場合があります

（提供： 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構）

※駅名は、整備主体の独立行政法人鉄道建設・運輸
施設整備支援機構と営業主体の当社および相模鉄
道株式会社が都市鉄道等利便増進法に基づき神奈
川県および横浜市に協議を行い、同意を得たうえ
で国の認定を受けて正式に決定します。

27

田園都市線 2020系
新型車両「2020系」は従来の車両よりも50名（10両）定員数が多く、さらに車

いすやベビーカーのお客さまが利用しやすいよう、各車両にフリースペースが設け
られています。

2018年3月28日 運転開始
2021年9月末時点 28編成導入

大井町線 6020系
「6020系」は混雑率が上昇した急行車両を、6両編成から7両編成に順次変更す
るのに合わせて導入されました。同時にダイヤも改正し、急行列車の増発を行うこ
とで輸送力を増強しました。

2018年3月28日 運転開始
2021年9月末時点 2編成導入

目黒線 3020系
2022年度下期開業予定の「東急新横浜線」による需要増が見込まれる目黒線で

は、当社が所有する全26編成の8両化を予定しており、それに合わせて新型の
「3020系」を導入しました。

2019年11月22日 運転開始
2021年9月末時点 3編成導入

左から、3020系、6020系、2020系

新型車両の導入

2020系、6020系、3020系が次々と登場

輸送力の増強などを目的に、2018年3月、田園都市線と
大井町線に新型車両が加わりました。田園都市線に導入さ
れた車両が「2020系」、大井町線に導入された車両が
「6020系」です。
さらに、2022年度下期開業予定の「東急新横浜線」に

よる需要増が見込まれる目黒線では、新型の「3020系」
を導入しました。

3つの新型車両には空気清浄機を設置し、座席の背もた
れには高いハイバック仕様を採用。また、2020系ではド
ア上・連結部・座席上に、6020系と3020系ではドア上に
液晶ディスプレーが配置され、多言語案内の充実を図ると
ともに、ニュースや天気予報など充実した情報サ―ビスを
提供します。
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大井町線大井町駅～田園都市線長津田駅（種別：急行）
【有料座席指定サービス乗降可能駅】大井町、旗の台、大岡山、自由が丘、二子玉川
【有料座席指定サービス降車専用駅】溝の口、鷺沼
【フリー乗降駅】 たまプラーザ、あざみ野、青葉台

400円（税込）

運 行 区 間
サービス区間

料 金

クロスシート

有料座席指定サービス「Q SEAT」

帰宅するお客さまの着席ニーズに応える取り組み

2018年12月14日より、大井町線では平日夜の有料座席指定サービス
「Q SEAT」を導入しています。これは平日夜の帰宅ラッシュ時に、大井
町線を利用して田園都市線方面に帰宅するお客さまの着席ニーズに応え
るものです。
現在運行している大井町線急行列車（7両編成）のうち1両を、ロング

シートからクロスシートへ転換できる車両に置き換え、大井町駅発・田
園都市線直通の急行列車（長津田駅行き）として運行します。既存車両
よりも広い座席に加えて、電源コンセントとカップホルダーを設置して
おり、さらに車内Wi-Fiサービスも無料で利用可能。新たに帰りの「選択
肢」を提供することで、快適な通勤ルートとして、大井町線の魅力をよ
り一層高めています。
今後は他路線への展開など、サービス拡充の検討を深めていきます。

目黒線8両編成化

東急新横浜線開業も見据えて、目黒線の輸送力を増強

「東急新横浜線」開通による将来的な需要増を見越して、目黒線では新型3020系を導入し、全26編成の8両化を
進めています。8両編成となることで輸送力が強化され、車内の快適性も向上する見込みです。

奥沢駅リニューアル

駅舎・駅ビルのリニューアルに合わせ
街の回遊性向上を目的とする連絡デッキを整備

奥沢駅は目黒線8両編成化に合わせてホームと
車庫を改修するとともに、目黒線の速達性を向上
するため、上り線側に待避線と通過線を整備して
います。
また、上り線側駅舎や駅ビルのリニューアルに

伴い、街の回遊性向上を目的として、南北をつな
ぐ連絡デッキを整備し、2021年度末の供用開始
を予定しています。

6両編成から8両編成に変更していくのに伴い、各駅では追加される2両
分のホームドアの延伸工事を実施。また、車内の案内表示器をLED表示器
から液晶モニタに変更し、運行状況や必要な情報を文字やイラストなどの
視覚情報と4カ国語対応により、より分かりやすくお客さまに提供できる
ようになりました。 ホームドア2両分追加イメージ

工事中の奥沢駅 連絡デッキ完成イメージ

ホームドアホームドア

「列車走行位置」表示画面
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駅構内の様子を配信するサービス「駅視-vision（エキシビジョン）」を鉄
道会社として初めて導入しました。駅の混雑状況などを、視覚的に、かつタ
イムリーに発信することで、乗車の見合わせや迂回ルートの選択など、行動
判断の一助としていただき、負担感の軽減や、東急線のさらなる安全性向上
を図っています。

〈駅視-vision（エキシビジョン）〉

〈車両別混雑度の表示〉
混雑の平準化、遅延の解消を目的に、田園都市線、東横線、目黒線におけ

る平日全列車の、車両別の混雑度を表示するサービスを展開しています。到
着する列車の車両ごとの混雑度を6段階の色やアイコンで表示し、空いてい
る車両を「見える化」することで、通勤時など、利用する列車の乗車時間を
変えることができない場合でも、お客さま自身で車両を選択し、快適に乗車
いただくことが可能です。

駅視-visionの画面イメージ

「車両別混雑度」表示画面

東急線アプリ

役立つコンテンツが詰まったお客さま向けアプリケーション

東急線の運行情報、各駅の時刻表や列車走行位置、また、運休や遅延などの運転支障が生じ
た際に便利な迂回ルート検索や遅延証明書の発行など、東急線に関するさまざまな情報やサー
ビスを発信するスマートフォン向けアプリケーション「東急線アプリ」を提供しています。

〈列車走行位置の表示〉
各路線における列車のリアルタイムな走行位置を表示するサービスです。

あと何分で到着するのか、一目瞭然となります。
※東急多摩川線・池上線・世田谷線の遅延時間は非表示となります

〈駅情報の表示〉
ホーム出口や、各サービス・施設の位置など、駅構内を分かりやすいアイ

コンでナビゲート。アプリで事前にチェックいただくことで、スムーズな駅
の利用が実現します。

「段差・隙間」表示画面

〈バスナビ／マイバス〉
東急線アプリでは鉄道だけでなくバスの情報も提供中（「バスナビ」）。東急

線駅名や停留所名称を検索することで、時刻表はもちろん、バスの位置情報
や所要時間などが分かります。
また、「マイバス」（最大5停留所）を設定することで、事故や設定された

停留所付近（3つ前の停留所から表示）のリアルタイムなバスの位置情報を、
メニュー画面をスライドするだけで簡単に入手できます。

「バスナビ」表示画面

ホームと車両床面の段差・隙間が比較的小さい乗降口に関する情報を提供
しています。またエレベーター、エスカレーター、階段、ホーム屋根、車い
すスペースの位置を一画面で確認することができ、ご利用前に乗車駅と降車
駅のこれらの情報をあわせてご確認いただくことで、お客さま自身でより便
利な乗降口を事前に選んでいただけるようになります。

〈ホームと車両床面の段差・隙間の表示〉
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44 人、街、暮らしをつなげるプラットフォーム

渋谷駅

アーバン・コア

駅施設

デッキ動線

地下動線渋谷
スクランブル
スクエア
第Ⅰ期（東棟）

第Ⅱ期（中央棟・西棟）

東横線
副都心線

渋谷
ヒカリエ

渋谷
フクラス宮

益
坂
上

道
玄
坂
上

渋谷マークシティへ

銀座線

ＪＲ線

▽３Ｆ

▽２Ｆ

▽ＧＬ

▽Ｂ１

▽Ｂ２・３

▽４Ｆ

JR１階
コンコース

田園都市線
半蔵門線

乗換え
コンコース

渋谷ヒカリエのアーバン・コア

再開発事業と連携した駅改良プロジェクト

官民が連携し、安全で便利、快適なインフラを目指す

東急グループでは、渋谷駅周辺の再開発事業を筆頭に、東急線沿線でさまざまなまちづくりのプロジェクトを進行して
います。官民が連携することで、駅を中心としたインフラの安全性・利便性・快適性を高めています。

各鉄道会社が谷の底で開発を重ね、発展を遂げた渋谷駅。その結果、利用者にとって
街の構造は決して便利なものではありませんでした。
再開発にあたり、駅構内の動線を大きく改良し、安全かつ回遊性の高い街を目指して

います。その動線整備のポイントとなるのが、快適性を高める「アーバン・コア」と歩
行者デッキです。「アーバン・コア」とは、地下と地上を結び人々を誘導する、街に開
かれた縦軸空間。スリバチ地形である渋谷の縦移動を便利にするため、エレベーターや
エスカレーターにより多層な都市基盤を上下に結びます。
当社は、再開発を推進する東急（株）や東急不動産をはじめ、各関係者と連携を図って

います。

１

渋谷区とともに、駅とその周辺のサインの設置位置、掲載内容、デザインの統一を実施。
2019年11月、案内誘導サインの改善の一環として渋谷駅の利便性向上と、街の回遊性の向上を
目的に地下出入口番号を振り直しました。
これらサインへの取り組みが評価され、第54回日本サインデザイン賞「経済産業大臣賞」を

受賞しました。

案内サインの改善
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南町田グランベリーパーク駅
2019年11月13日、南町田に駅・公園・商業施設が融合した、新しい暮らしの拠点「南町田グランベリーパーク」が誕生しま

した。南町田駅の周辺を開発した本プロジェクトは、町田市と連携し、鶴間公園と2017年に閉館したグランベリーモールの跡
地を中心に、都市基盤・商業施設・駅などを一体的に再整備したもの。公園や商業施設を含む新しいまちの名称を「南町田グラ
ンベリーパーク」とし、自然とにぎわいが融合した暮らしの拠点を創出しました。
同時期に駅改良工事を実施し、公園や商業施設と融合した開放的な駅空間にするとともに、エスカレーターやホームドアを設

置して安全性と利便性を追求。また、駅名を「南町田」駅から「南町田グランベリーパーク」駅に改称し、平日も急行列車が停
車する駅へと生まれ変わりました。
南町田グランベリーパークは国際的な環境認証制度LEED®（Leadership in Energy and Environmental Design）の取得に

取り組んでおり、駅舎部分については2020年6月22日に「LEED NC（新築部門）」のゴールド認証を、駅舎含む開発エリアに
ついては同年7月22日に「LEED ND（まちづくり部門）」のゴールド認証を取得しました。

2

池上駅
池上線池上駅では、池上エリアのまちづくり機運の高まりを受け

て、駅利用者の安全性と地域の利便性向上を果たす駅舎改良および
駅ビルの開発プロジェクトを実施しました。
駅舎の改良にあたっては、北側に１カ所ある改札口を橋上化し、

南口を新設。これにより改札内にあった踏切を廃止し、2020年7月
19日から新駅舎の運用を開始しました。

2021年3月30日には商業施設「エトモ池上」がオープン。街のさ
らなる発展に資する拠点を目指して、地域に求められる保育園や、
公共・公益施設などの生活支援施設、大田区立池上図書館、「東急
フードショースライス」など全26店舗で構成されます。

外観のデザインには、740年以上の歴史を有す池上本門寺を中心と
した門前町の歴史性を採用。全国から約30万人が訪れ、街が明かり
に包まれる、池上本門寺の「お会式（おえしき）」の万燈（まんど
う）をモチーフとした行燈を灯す列柱や和を感じさせる大きな庇を
駅出入口に設けることで、駅と街の一体感を醸成しています。
さらに東急（株）は、大田区と「地域力を活かした公民連携によ

るまちづくりの推進に関する基本協定」を締結しており、今後も駅
を中心とした地域の持続的な発展を目指します。

2021年10月、地域特性を生かした温かみのあるデザイン、施設各
所から池上線を間近に眺められる設計、地域生活を支える施設の充
実、「みんなのえきもくプロジェクト」による地域連携などが評価
され、鉄道建築協会賞「特別賞」を受賞しました。

3
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駅機能の拡充

旧定期券うりばをシェアオフィス化

Green UNDER GROUND

田園都市線5駅リニューアルプロジェクトがスタート

田園都市線地下区間の5駅（池尻大橋駅・三軒茶屋駅・駒沢大学
駅・桜新町駅・用賀駅）は、当社初の地下鉄である「新玉川線」とし
て1977年に開業しました。
開業後40年以上が経過した今、この田園都市線の地下区間5駅にお

ける鉄道の安全・安心向上を目的とした設備更新工事に伴い、「脱炭
素・循環型社会」の推進、地域とつながる駅空間の実現、「サステナ
ブルな地下駅づくり」を目指すリニューアルプロジェクト「Green
UNDER GROUND」がスタートしました。プロジェクト名に含まれる
「Green」には、「快適・安心」「スムーズ」「クリーン・サステナ
ブル」「親しみが生まれる」「新しさがある」などの想いを込め、訪
れた人が心地良く、ワクワクする体験ができる空間を目指します。

2021年7月12日、今般のテレワークの定着や住宅地近接のシェアオ
フィスの二―ズの高まりに対応し、武蔵小杉駅・長津田駅の廃止に
なった定期券うりばを暫定活用した個人向けシェアオフィスの提供を
開始しました。
オフィスデザインやオフィス家具のサブスクリプションの導入実績

が豊富な株式会社subsclifeや、入退室から決済までアプリ内で完結す
るテレワークプレイス提供サービス「Suup」との協業により、初期費
用や人件費などを削減することで、気軽に利用できる低価格設定を実
現しています。
暫定活用期間は約1年の予定です。

第1弾 駒沢大学駅リニューアル「UNDER THE PARK」
地域の憩いの場である都立駒沢オリンピック公園の最寄り駅として、

公園とともにあるライフスタイルをイメージするデザインを取り入れ、
広がりを感じられる空間を創出します。また、東口・西口に接続するビ
ルや駅構内では、お客さまの利便性向上と、街の魅力を生かした駅機
能・サービスの導入により、地域に開かれた新たな駅のあり方の実現を
目指します。2024年夏に竣工予定です。 駒沢大学駅リニューアルイメージ

TSO エキ de work Kosugi（外観・内観）

キッズワールド
モハ510形

2020年2月末より休館中のB棟を、「大人がワクワクするアミューズメントシェアオフィス」を
コンセプトとした個人向けシェアオフィスとして暫定活用しています。普段味わえない電車の客
席や、飛行機の操縦席間近でのデスクワークが可能です。座席数は4エリア29席と休憩コーナーの
4席の計33席。暫定活用期間は2021年8月1日から約1年間を予定しています。

休館中の「電車とバスの博物館 B棟」もシェアオフィス化

TSO エキスル長津田（外観・内観）
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池上線沿線の魅力を多くの方に知ってもらい、訪れていただくこと
を目的に、品川区・大田区などの行政機関、地元商店街や沿線住民
の方、企業と連携して、人情感や下町情緒などの魅力が詰まった地

■ 第1弾「池上線フリー乗車デー」（2017年10月9日）
■ 第2弾「池上線全線祭り」（2018年11月23日、24日）

池上線 生活名所プロジェクト

地域と連携したイベント

域資源を「生活名所」候補として15カ所選
定し、周知しています。2017年には1日無
料で池上線に乗車できる首都圏初のイベン
ト「池上線フリー乗車デー」を実施。2018
年には「池上線全線祭り」として、全線各
駅で大小さまざまな催事を開催しました。

した。リニューアルコンセプトは
「街に映える駅」。大倉山駅前か
ら広がるヨーロッパ調の明るい商
店街に溶け込むよう、白や茶色な
どのアースカラーでデザインし、
ホーム上の照明も、ヨーロッパ調
のものを設置しています。

2015年12月から大倉山駅のリニューアル工事が実施され、ホーム
上家改修、鉄骨塗装、ホーム外壁改修、ベンチ設置、意匠照明新設
などが行われました。その完成を記念して、2019年2月7日に「東
急線大倉山駅リニューアル記念式～感謝の思いを伝える会～」を実
施。駅に愛着を持ってもらうとともに、地域との信頼構築を図りま

大倉山駅リニューアル記念式 ~感謝の思いを伝える会~

2019年11月10日、車両の検査を行っている長津田車両工場および
隣接する東急テクノシステムの長津田工場を見学できる「2019 東
急電車まつりin長津田」を開催しました。本イベントは、東急線を
ご利用のお客さまや近隣に住む方々に車両工場内を見学していただ
き、東急線の安全に対する取り組みへの理解を深めてもらうための

2019 東急電車まつりin長津田

のもの。約4,000名の方を招待し
て、普段は公開していない車両
工場内で実演体験や各種設備の
見学会を実施しました。また、
各種鉄道グッズや飲食物の販売
も行いました。

2019年8月24日、プロサッカークラブ・川崎フロンターレと連携
し、試合前イベント「川崎の車窓から～東急グループフェスタ～」
を開催。地元密着型クラブとして地域活性活動に取り組む川崎フロ
ンターレと沿線活性化を目指す当社が、地域全体を盛り上げること
を目的に実施しています。2019年は「東急電鉄5000系」の台車

2019川崎の車窓から～東急グループフェスタ～

とパンタグラフ、さらに実際に
使用されている線路を等々力競
技場前のイベントスペース内に
設置。また、写真撮影会やゲー
ムコーナー、缶バッジ作成コー
ナーなどもつくりました。

招き猫発祥の地といわれている豪徳寺の招き猫のデザイ
ンを車体にラッピング。車体の前面には猫耳が描かれ
「猫感」の強い装いに。内装には招き猫型の吊り手や、
床面にねこの足跡が施され、見ても乗っても楽しい遊び
心にあふれた電車になっています。

こどもの国の魅力を発信する「こどもの
国線楽しモウ～イベント」の一環で、雪
印こどもの国牧場の「牛」をイメージし
たラッピング電車を運行。さらに2020
年3月29日からは、同牧場の羊をイメー
ジしたラッピング電車「ひつじでん
しゃ」も運行開始しました。

■きになる電車 2016年3月28日～終了未定
■緑の電車 2019年11月25日～終了未定

■世田谷線改称50周年記念 2019年5月12日～終了未定
（玉電開通110周年 2017年9月25日～2018年3月末）

ラッピング電車

楽しい見た目がSNSでも話題に

地域を盛り上げるキャンペーンの
一環として、さまざまなラッピング
列車を運行しています。
昭和20年代に池上線と旧目蒲線を

走っていた懐かしい車両をモデルに
デザインされた「きになる電車」や
30年ぶりに復活した池上線の「緑の
電車」、玉電開通110周年や世田谷
線改称50周年を記念した「幸福の招
き猫電車」、こどもの国の魅力を発
信するために装飾された「うしでん
しゃ」など、乗るだけでなく車両を
見た方にも楽しんでいただける仕掛
けを施しています。

「きになる電車」が、 2016年より池上線と多摩川線にて
運行中。車内はウッディなデザインとトーンでコーディ
ネートされています。さらに2017年度より実施している
「池上線活性化プロジェクト」の一環で、2019年11月、
「緑の電車」の愛称で親しまれた旧3000系車両をラッピ
ング列車という形で復刻しました。

■うしでんしゃ 2018年10月11日～終了未定
■ひつじでんしゃ 2020年3月29日～終了未定
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電車とバスの博物館

車 の ー ー

田園都市線宮崎台駅の高架下に、 が運営する「電車とバスの博物館」がありま
す。 館 もともと東急 立60 年を して開館したもので、2016年に現行の
でリニューアルオープンしました。
かつての電車車 やバスが ・展 しており、 の駅と電車の を 間 るこ

とが 。また、電車を ら たり、 ームに めたりと、電車やバスの運転を体験
できる6 のシ ュ ーターも設置しています。

東急デ 200 （ 玉川線）

ー ス で 車 を

「横浜中 街 ル き 」 東急線・みなとみらい線の1日 車 とお 事 が ットにな たお で 利な
車 です。また、2020年12 23日から お ・体験 とワンランク上の 事を しめるお 事 がついた「プ
アム ル き 」の を開始しています。

車

プ アム
おとな 6,000

東急線1日 車 みなとみらい線1日 車
・ 設お 事 ×2
・ 設お ・体験

おとな 3,000 こども 2,000

東急線1日 車 みなとみらい線1日 車
・ 設お 事

駅 屋 の （都立大学駅）

工事 ーム 工事を
多くの に、 全・ ・快適に利用いた くために、都立大学駅の を す

るのに て、屋 の工事を めていきます。

都立大学駅 工事の

ト ト ト を 電車

いい街いい電車プロ クト

「いい街いい電車プロ クト」 さまざまな 全 、 利さや快適さ の 、国
際化や 化 会 の 、 にお客さまや 線地 会とのかか りなどを通して、
街と電車がより良くなるためのプロ クトです。
お客さまと、また地 の と、さらに ュニ ーシ ンを めより良い を

いていくためにも 駅と電車の たす を まで 上に し、 の サー
ビス業とい から、「 トと ト、 トと を 」電車 とステー アップを
目指し、これからもさまざまな 動に していきます。

U R L https://ii.tokyu.co.jp/



1920
1930

1940
1950

1960

戦時統制下で鉄道各社が東急グループ入り
陸上交通事業調整法（1938年）によって鉄道
各社を合併するものの、戦後の独占禁止法など
の影響で分離・再編成が進んだ。

沿線開発の一環として娯楽施設に注力

1956 東急文化会館
1957 五島プラネタリウム
1960 五島美術館
1962 スリーハンドレッドクラブ（ゴルフ場）

1920年代の
渋谷駅（東横線）

東横線渋谷〜桜木町間全線開通
（1932年、田園調布駅付近空撮）

北海道、上信越、伊豆を中心に
観光・ホテル事業を多角化

1952 富士航空
1956 東急観光
1957 函館バス・定山渓鉄道・群馬バス
1958 上田丸子電鉄・白馬観光開発・

東京ヒルトンホテル
1959 伊豆下田電気鉄道・

東急国際ホテル・おんたけ交通
1960 北見バス
1964 日本国内航空・斜里バス
1968 東急ホテルチェーン

東横百貨店開業（1934年）

1922. 09. 02

1923. 11. 01

1929. 12. 25

目黒蒲田電鉄（現：東急電鉄の前身）創立

目蒲線 目黒〜蒲田間全線開通

大井町線大井町〜二子玉川間全線開通

1932. 03. 31

1934. 10. 01
11. 01

1936. 12. 24

1938. 04. 01

1939. 10. 01
10. 16

東横線渋谷〜桜木町間全線開通

池上電気鉄道を合併
東横百貨店を開業

五島慶太が取締役社長に就任

東京横浜電鉄が玉川電気鉄道を合併

東京横浜電鉄を合併
東京横浜電鉄に商号変更

1941. 06. 30

1942. 05. 01

1943. 07. 01

1944. 05. 31

1948. 06. 01

1948. 08. 23

相模鉄道がグループ入り

京浜電気鉄道、小田急電鉄を合併
東京急行電鉄に商号変更

大井町線が溝の口まで乗り入れ開始

京王電気軌道を合併

京王帝都電鉄（現：京王電鉄）、小田急電鉄、
京浜急行電鉄を分離

東急横浜製作所（現：総合車両製作所）設立

城西南地区（現：東急多摩田園都市）開発構想を発表

伊東下田電気鉄道（現：伊豆急行）設立

1953. 01. 19

1959. 04. 11

1961. 12. 10

1962. 01. 27

1963. 10. 11

1964. 08. 29

1966. 04. 01

1967. 04. 28

1968. 04. 01

1969. 05. 10

東急電鉄の軌跡

伊豆急行線伊東〜伊豆急下田間が開通

日本初のオールステンレスカー7000系が登場

大井町線を田園都市線に名称変更

東横線と営団（現：東京メトロ）日比谷線が
相互直通運転を開始（日吉〜北千住間）

田園都市線溝の口〜長津田間が開通

こどもの国線長津田〜こどもの国間が開通

東横線でATS（列車制御装置）を使用開始
田園都市線長津田〜つくし野間が開通

玉川線（渋谷〜二子玉川園間）と
砧線（二子玉川園〜砧本村間）を廃止
玉川線（三軒茶屋〜下高井戸間）を
世田谷線に名称変更

三角錐体論を標榜
（1965年）

五島昇社長のもと、4事業部門（交通·開発·流
通·健康産業）をもって総合的に事業展開を図
るために「三角錐体論」を発表し、グループ
を再整備した。東急グループのマークは三角
錐体の俯瞰図となっている。

東横線と日比谷線が
相互直通運転開始

（1964年）
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独自のストラム工法で電車を止めずに工事

鉄道の地下化や高架化工事の際に、仮線を設けずに終電から初
電までの間に線路を切り替えられるストラム工法を採用。東急
電鉄・東急建設独自の工法で、電車を止めずに早期立体化を実現。

つきみ野〜中央林間間が開通（1984年）

目黒線〜都営三田線〜南北線の
相互直通運転開始（2000年）

1970. 03. 01

1971. 02. 20

1972. 04. 01

1976. 10. 15

1977. 04. 07

1978. 08. 01

1979. 04. 01
08. 12

池上線にATSを設置、鉄道全線にATS設置完了

自動化駅（自動改札機の実験）が誕生
（モデル駅：祐天寺・学芸大学・桜木町）

田園都市線つくし野〜すずかけ台間が開通

田園都市線すずかけ台〜つきみ野間が開通

新玉川線（現：田園都市線）の渋谷〜二子玉川園間が開通
初のATC導入

新玉川線が営団半蔵門線と直通運転開始

東横線にTTC（列車運行管理システム）を導入
田園都市線〜新玉川線〜営団半蔵門線の全列車直通運転開始

1982. 04. 03
05. 16

1984. 04. 09

1989. 12. 04

高津駅高架下に「電車とバスの博物館」をオープン
田園都市線・新玉川線にTTCを導入

つきみ野〜中央林間間が開通、田園都市線が全通

田奈一号踏切道を廃止
田園都市線のすべての踏切の廃止が完了

1990. 10. 25

1991. 03. 16

1993. 03. 18

1996. 03. 12
11. 18

1997. 03. 20
07. 18

東横線渋谷駅に自動改札機を導入

田園都市線・新玉川線（現：田園都市線）に新型ATCを導入

横浜市営地下鉄線新横浜〜あざみ野間が開通し田園都市線と接続

田園調布〜多摩川園間改良工事地下化完成
キャロットタワー（三軒茶屋）が開業

東横線渋谷〜菊名間にATC導入
MM21・24街区「クイーンズスクエア横浜」がまちびらき

こどもの国線通勤線化、恩田駅開業
目蒲線を目黒〜武蔵小杉間の目黒線と
多摩川〜蒲田間の東急多摩川線の2系統に変更
田園都市線・新玉川線の線名を田園都市線に統一
多摩川園駅と二子玉川園駅を多摩川駅と二子玉川駅に駅名を変更
目黒線と営団南北線・都営三田線との相互直通運転を開始

目黒線が埼玉高速鉄道と相互直通運転開始
東横線に「特急」を新設

田園都市線が営団半蔵門線を介し、
東武伊勢崎線·日光線との直通運転を開始
電車とバスの博物館が宮崎台駅に移転・リニューアルオープン
東急文化会館閉館

東横線横浜〜桜木町間の営業を終了
みなとみらい線が開業し、
東横線との相互直通運転を開始。東横線全線ATC化

2000. 03. 29
08. 06

09. 26

2001. 03. 28

2003. 03. 19

03. 21
06. 30

2004. 01. 30
02. 01

1970
1980

1990
2000

新玉川線渋谷〜二子玉川園間が開通（1977年）

サービスアップ109（2001年）

「選ばれる東急」を目指し、駅
でのお客さまサービス向上を図
る取り組みを「サービスアップ
109」として展開。さらにサービ
ス介助士を養成し、駅に配置す
るなど、より快適に鉄道を利用
できる環境を整備した。
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2000
2010

2005. 05. 09
07. 25

2008. 02. 23
06. 22

2009. 07. 11

2010. 09. 03
10. 0

2012. 04. 02
04. 26

2013. 03. 16
04. 01
12. 20

2014. 02. 28

2015. 01. 09

201 . 05. 12

0 . 11
0 . 1
0 . 21

2018. 03. 28
12. 14

2019. 09. 02
10. 01
11. 01
11. 13
11. 22

東横線全駅にAEDを設置
たまプラー テラス ラン オープン

東急車 の 事業をJR東日 および新 工業に
高 ビル「渋谷 リエ」が開業

東横線と東 トロ 都 線との相互直通運転を開始
東急線アプリ配 開始
東急線駅 駅 業 設「etomo（エトモ）」誕生

すべての駅がバリア リー化

2020年までに全駅 ーム ア整備完了を

ーム ア整備について1年 しとなる
2019年 までの整備完了を

「 ッ イモーニン 」をスタート
二子玉川ライズが全体開業
横浜と伊 急下田を
伊 光列車「THE ROYAL EXPRESS」の運行開始

新型車 2020系、6020系が
大 町線 サービス「Q SEAT」運行開始

東 急行電鉄が東急に 号変更
会 により鉄 道事業を東急電鉄が 、営業開始
渋谷スクラン ルスクエア 期（東 ）が開業
南町田 ラン リー ークがまちびらき
新型車 3020系が

田園都市線に 用車 を導入
東横線に 用車 を導入

大 町線にATCを導入
目黒線が日 駅まで

大 町線が の 駅まで

東横線・東 トロ 都 線の
相互直通運転開始（2013年）

の

1964.08.29
東横線〜日 谷線

1979.08.12
田園都市線〜新玉川線〜半蔵門線

2000.08.06
目黒線〜都営三田線〜南北線〜埼玉高速鉄道

2004.02.01
東横線〜横浜高速鉄道

2013.03.16
東横線〜 都 線

2022年
東急新横浜線〜相鉄新横浜線
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2020. 03. 22

0 . 19
0 . 25

2021. 01. 20

0 . 30

2022. 09. 02

大 鉄初となる
ーム ア・ ンサー ーム の設置100 成

池上駅の駅 がリニューアルし、運用開始
4Gデータ通 に したLED 光 一体型の

ラ「IoTube」を全車 に導入完了

こどもの国線を く東急線全線において、
終電 の り上 を実
「サステ ルな地下駅」を目指す
田園都市線5駅リニューアルプロ クト
「Green UNDER GROUND」がスタート

100 年

2020

ーム ア・ ンサー ーム の
設置100 成（2020年）

池上駅の駅 がリニューアル（2020年）
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